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P2-3 看護学科オープンキャンパスに潜入！
P4 令和6年度 入学式
P4 特待生として6人が表彰されました
P5 Dreams Come True

～再進学で夢を実現～ Vol.2
P6 基礎看護学実習Ⅰ-①・消防訓練

P8 看護のICT

P8 2025年春に向けて新校舎建設進行中！

P7 都をどり・交通安全教室・ホームカミングデー

※洛和会京都看護学校では、新型コロナウイルス感染症予防のため学生・教員のマスク着用を徹底しております。本誌の撮影にあたっては予防策を徹底した上で、一時的にマスクを外しました。

授業やオープンキャンパスなど
日々の学校生活の

様子を紹介しています！

Follow
me!!

7月・8月・9月 行事予定表

　当校では、シミュレーション教育においてシナリオを導入し、積極
的に授業や技術演習で活用しています。実際の授業で行うシミュ
レーションのシナリオには、さまざまな課題をかかえる患者のシナ
リオが用いられます。臨床でしか経験できなかった異常のある患
者の状態を、目で見て、耳で聞き、グループで話し合いながら観察
していきます。
　また、その場で教員や講師にご指導いただくことで、より深い理
解や想像力を養え、演習を通して経験値を上げることで自信につ
ながっています。

本校で導入しているI C Tをご紹介します！

看護のICT
新校舎建設進行中！
2025年春の完成に向けて新校舎の工事が着 と々進んでいます！

2025年春に向けて

オープンキャンパス

開催中！！

8月17日（土）
オープンキャンパス
（助産学科）
※昼間と夜間2回開催

8月3日（土）
オープンキャンパス
（看護学科）

7月27日（土）
オープンキャンパス
（看護学科）

8月24日（土）
オープンキャンパス
（看護学科）
※午前と夜間2回開催

9月７日（土）
オープンキャンパス
（看護学科）
9月28日（土）
オープンキャンパス
（助産学科）

※昼間：午後1時30分～午後4時  夜間：午後6時～午後7時30分
※昼間と夜間はオンラインでの参加も可能です。

看護学科（指定校推薦、公募推薦Ⅰ、特別推薦、社会人Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）
事前面談

8月1日（木）～9月20日（金）
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新校舎
特設サイト
新校舎
特設サイト入試情報入試情報

シミュレーション教育でのシナリオを活用した授業

お申し込みはこちら

2024年6月現在の様子。だんだんと建物の全貌が見えてきました！

工事の進捗状況は
こちらからご覧いただけます

LINEお友だち募集中
登録はこちらから

LINEお友だち募集中
登録はこちらから

通常開催は午前10時～午後0時30分
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オープンキャンパスでは、普段でき
ないことが体験できます。ぜひお越し
ください！^^*

看護学科 ２年生

これから看護の道を志す高校生の方
と意見交換をしたり質問にお答えし
たり、とても有意義な時間を過ごす
ことができました。

看護学科 3年生

看護学科

今年度もオープンキャンパスが
スタートしました。学生たちが、
参加者の皆さんに看護の魅力を
お伝えしています。ぜひご参加を
お待ちしております！

発汗量の多い赤ちゃん
にとってお風呂はとても
大切です。頭から足先
までガーゼを使ってやさ
しく、ていねいに洗っ
てあげます。

最新技術（P8「看護のICT」参考）を活用し、臨床で
起こり得るさまざまな状態の呼吸音や心音などを
聞くことができます。“リアル”を感じてください！

当校では、電子テキストを導入してい
ます。実際に使用しているテキストを手に
取ってご覧いただくことができます。

受験のことや入学後の実習・授業などについて、
学生から生の声を聞くことができます。皆さん
熱心に質問されていました。

オープンキャンパス開催日は｢山科駅｣から無料
シャトルバスで送迎を行っております。詳しくは
右記QRにアクセスしてご確認ください。

Please come !

10:00 学校説明

11:00 グループに分かれて
  看護体験
※体験中、保護者の方は洛和会音羽病院を見学いただけます

11:30 在校生との交流会
※全行程終了後、希望者のみ個別相談が可能です

学校説明から
スタート！

最後は、

在校生との交流会

校内に隠れている“らくの助”を探すと
プレゼントがもらえる

お楽しみイベントも実施しています♪

数名のグループに分かれて1〜3いずれかの看護体験に参加！

電子血圧計ではなく、聴診器を使った血圧測定。耳を澄まし
て脈拍を聞き、拍動が聞こえた部分（上の血圧）と音が消え
た部分（下の血圧）を確認して計測完了！ 意外と難しい！？

看護の基本である感染
予防のための手洗い。手の
ひらや手の甲、爪の間まで
しっかりと洗い、最後に
ブルーライトできれいに
洗えているかをチェック
します。

オープンキャンパスにご参加いただいた方に、もれなく

「らくの助ボトル」プレゼント！

今後の
オープンキャンパス
情報はこちら　
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創傷処置
体験

GROUP03

沐浴体験
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P02

バイタルサイン

測定体験

GROUP02
シミュレーション体験

患者さんの傷のガーゼ交換を体験。処置の際の感
染対策や鑷子（ピンセット）の取り扱い法を学生が
ていねいにお教えします！

せっし

教科書

展示
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令和6年度入学式が行われ、希望
を胸に抱いて多くの新入生が入学
しました。自身が思い描く看護師・
助産師を目指して、有意義な学生
生活を過ごしましょう。

本校では毎年、入学試験および各学年次の試験成績が特に優秀と認められた看護
学科の学生を表彰しています。選ばれた学生は1年間の授業料が免除されます！

らくの助が
お出迎え

特待生として
　6人が表彰されました

2年生 伊辻麻由

３年生 石田 夏

2年生 前岡佳奈子

３年生 中村さくら ３年生 山田幹子

2年生 山﨑智美

洛和会京都看護学校に通う学生の
約4割は、社会人経験者。
どんな未来を描いて
看護の道を目指しているのか…
その思いを聞きました。

～再進学で夢を実現～

VOL. 2

これまでは、子どもの生活に合わせて仕事を選んできました。
子どもが成人し、残りの人生をどう過ごすか考えたときに、
自分のやりがいと社会貢献を考え、以前から興味のあった
医療に携わりたいと思い、看護師を目指しました。

Q. 看護の道を目指したきっかけは？

Q. 本校を選んだ理由は？
専門実践教育訓練校であったことと、附属の病院がすぐ
隣にあることで、充実した実習が行えることに魅力を感じ
ました。また、縦割りクラスサポーター制度があったことで
先輩と交流ができ、実習前に助言をもらえることはとても
助けになりました。

Q. 学校生活での楽しみは？
同年代の社会人が何人もいて、切磋琢磨しながら課題を乗
り越えることで仲良くなれ、他愛もない会話ができる毎日が
楽しいです。

 Q. 異年齢のクラスメイトとの
コミュニケーションに不安はありましたか？ 

最初はどのように会話していいか迷いましたが、グループ
ワークなどで一緒に課題に取り組んでいくうちに気にならな
くなりました。今はむしろ、皆さんもフランクに話してくれる
ので、若い方との交流が楽しくてしょうがないです。

社会人→学生

令和6年度

入学式
4月5日

勉強についていけるか不安で
何年も躊躇していましたが、
踏み出してしまえば目の前の
ことを夢中でやるだけです！ 
年齢は関係ありません。悩まず
今一歩踏み出してください。
看護師への道は開けます！！

再進学を
考えている方へ

看護学科
3年生
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　入学して間もない4月23日～25日のうちの2日間、1年生が施設実習と病棟実習を行いました。
　病院で看護師が対象者と接する場面を間近に見て、各々の学生が体験したことをもとに意見を交換。机上の
学習とつなぎ合わせ、意味づけを行い、学びを共有しました。「看護とは何か」を常に探求し、今後の実習で対象者
とのより良い関係構築や援助につなげられることを目指します。

　新入生を対象に消防訓練を実施。山科消防署の方の
ご指導の下、消火器や室内消火栓の安全な取り扱いに
ついて学び、DVD視聴では火災発生時の冷静な初期
対応の重要性について理解しました。
　医療従事者を志す者として自分たち一人一人が日ごろ
からチームワークを意識して行動することの重要性を
改めて実感する機会となりました。

　看護学科1年生と助産学科の学生が、第百五十回目の節目の公演を
迎える「都をどり」を鑑賞しました。いにしえから受け継がれてきた伝統芸・
文化は、切磋琢磨して技術を磨く看護と共通する部分が多くあります。
「絢爛華麗に踊りを披露する舞妓さん・芸妓さんに負けないよう、看護と
いう舞台で活躍するぞ！」と心に誓うことができました。

　昨年度卒業した看護学科を対象とした
ホームカミングデーが開催されました。
看護師としてそれぞれの場で活躍している
卒業生が、同級生と久しぶりに顔を合わ
せ、お互いの近況を共有する場となって
いました。この機会を励みに今後もさら
なる活躍を願っています。

　山科警察署の方を講師にお招きして、「交通安全教室」を実施し
ました。交通ルール・マナーを守ることが、自分や歩行者の安全を
守ることにつながることを再認識しました。

　都をどりで華やかな踊りを披露する
舞妓さんや芸妓さんは、伝統文化をつな
いでゆくため、日々芸を磨いておられます。
春に石川から京都に移り住み、慣れない
ことが多く不安に思うこともありましたが、
都をどりを鑑賞し、「心機一転、気持ちに
負けずに頑張ろう！」という気持ちになり
ました。仲間と共に学習・技術練習を繰り
返し、母と子に安心感を与えられる助産師
になれるよう努力していきます。

基礎看護学実習I- 1

　消火器の使い方、避難経路など、実際に体験
することで、災害への備えの重要性を再認識し、
防災意識が高まりました。

看護学科1年生

4月19日 助産学科

5月2日

 「歩道に歩行者がいない場合、自転車
は道路標識等の有無に関わらず、歩道
を通行することができる」

さて、問題です！

〇ですか？×ですか？

交通安全教室
看護学科 1年生

　初めての実習で分からないことがたくさんあり、緊張しました。ですが、事前学習をして
いたおかげで施設や病棟で過ごしている人にとって周りの環境がどのように影響して
いるのか理解を深めることができました。また、対象者との関係構築には、相手の表情や
声のトーンなどを観察し、コミュニケーションを図ることが重要であると学びました。
グループのメンバーでお互いに支えながら実習を乗り越えることができました！

都
を
ど
り

4月12日
消防訓練 答え：×

　違う病棟・病院の同期と久しぶり
に会え、先生方とも仕事の話をして
リフレッシュできました！これからも
同期と共に頑張ります！

看護学科卒業生

6月14日

comment

6 7


